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開開封封さされれるる前前ににーー重重要要

本使用許諾契約書（以下「本契約書」）は「e-manage support tool」（以下「本製品」）

に関して、お客様と（株）トラストとの間に締結される契約書です。

本製品は、コンピュータソフトウェア及びユーザーズマニュアルなどの印刷物ならび

にそれらに使用される文書、図表、映像など（総称して以下「本ソフトウェア」）を含

みますつきましては、本製品の包装を開封された時点で、お客様は、本契約書に記載さ

れた諸事項を承諾したことになります。開封される前に本契約書をよくお読みになり、

もし契約の諸条件に同意されない場合は、本製品の包装を開封せずに本製品のすべてを

一緒にして、直ちに（株）トラスト又は、お客様が取得された販売店へご返送下さい。

お支払い頂いた金額を全額払い戻し致します。

使使用用許許諾諾契契約約書書

１.使用許諾

お客様は本製品を特定の1台コンピュータにおいて（インストールされた状態を含む）

使用することが出来ます。

２.知的財産権

本ソフトウェアについての著作権をはじめ全ての知的財産権は、（株）トラスト又は、

その供給者のものです。よって、お客様は本ソフトウェアを無断で複製、改良したり、

本製品の目的以外の目的に使用することは出来ません。ただし、以下のいずれかを行　

う事ができます。

A バックアップのみを目的として本製品のコピーを一部に限り作成すること。

B バックアップのみを目的として本製品を１台のコンピュータに限りインストール

すること。

3.その他の制限及び権利

・お客様は、本ソフトウェアをリバースエンジニアリング、逆コンパイル、又は逆ア　

センブルなどする事は出来ません。

・お客様は、本製品を第三者に貸与又はリースすることは出来ません。

・お客様は、本契約に基づくお客様の本製品に関わる全ての権利を、第三者に譲渡す　

ることが出来ます。ただしその場合、本製品の複製物を保有することはできず、本

製品の一切（媒体、マニュアルなど）当該第三者に譲渡し、かつ当該第三者が、本

契約書の条項に同意することが条件になります。なお、本製品が、アップグレード

されたものである場合は、当該である場合、譲渡は、ソフトウェア製品の以前のバ　

ージョンもすべて含んだものでなければなりません。

４.契約の解除

お客様が、本契約書の規定に違反した場合、（株）トラストはこの使用許諾契約を解

除するものとします。この場合、お客様は本製品の使用を直ちに中止し、本製品全て

及びそのコピーを弊社に返還するか、弊社の指示に従い処分しなければなりません。



おお使使いいににななるる前前にに

お客様が入手されたこのトラスト製品に関しては、以下の保証のみが適用されます。

以下に特別の記載のない限り、トラストとは株式会社トラストを指すものとします。こ

の製品の保証に関する事項は株式会社トラストを通じてのみ対処されるものとします。

なお、この保証規定は、日本国内のみにて有効なものとします。

品品質質保保証証

（１）トラストは、本ソフトウェアが付属製品マニュアルに従って実質的に動作しない

場合又は本ソフトウェアの媒体又は、マニュアルに物理的な欠陥がある場合に、

お買い上げ後90日間に限り、又、本ソフトウェアに付随して、弊社より提供され

るe-manage本体については、物理的、又は、製造上の欠陥がある場合に、お買い

上げ後１年間に限り弊社の判断に基づき、交換、修理等により対応するものとし

ます。

（２）上記（１）項のいずれの対応も基本的にお客様が製品の保証書（又は購入を証明

するもの）と共に製品を弊社に返却された場合のみに提供されます。

（３）上記（１）項の事態が火災、地震、第三者による行為その他の事故、お客様の故

意、若しくは過失、誤用、その他異常な条件下での使用において生じる等、弊社

の責任に帰さない理由により生じた場合、弊社は保証の責任を負うことが出来ま

せん。

なお、以下に定める場合も保証の対象とはなりません。

・改造、不当な修理、その他の取り扱いが適切でなかったことによる故障。

・e-manage本体に関わる部品の紛失。

・e-manage本体が接続されている車両、又は他社製品の故障、不具合に起因する故障。

（４）通信ケーブルの保証期間満了後の障害、故障につきましては、弊社の判断により

有償にて修理を致します。

（５）弊社は本製品に含まれる機能が、お客様の特定の目的に対する適合性を含む本保　

証規定に規定されていないその他の保証を一切する事が出来ません。

（６）法律上の請求の原因の種類を問わず、いかなる場合においても、弊社は、この製

品の使用又は使用事態から生ずる本保証規定に規定されていないいかなる他の損

害（事業利益の損失、事業の中断、事業情報の損失又は、その他の金銭的損害を

含むこれらに限定されない）に関して、一切責任を負うことが出来ません。



はじめに
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車とその取り扱い方法は、各自動車メーカーの、お客様に対しての安全と

快適な生活に関する、不断の研究開発の結果として生み出されたものです。

弊社もまた、お客様に製品を安全にかつ快適にお使い頂くために、不断の

努力をしておりますが、製品の持つ特性上、その性能や利便性と引き替えに、

自動車メーカーの提供する安全が、確保できなくなる場合があります。

その様な場合に必要な、安全に対する配慮と判断は、すべてお客様ご自身

の責任でお考え頂かなくてはなりません。

お客様の車と弊社の製品を、安全にかつ快適にお使い頂くためにも、製品

を取り付ける車の取扱説明書を合わせて、よくお読みになり、十分に理解さ

れた上でお使い下さい。

必ずお読み下さい◆お客様と製品のかかわり合い◆　

この度は、GReddy e-manage support toolをお買上げくださいまして誠にあ

りがとうございます。

この取扱説明書は、e-manage support toolを初めてお使い頂く方はもちろん、

すでに、お使いになられた経験をお持ちの方にも、知識や経験を再認識する上で

お役に立つものと考えております。

この取扱説明書は、よくお読みになり、内容を理解された上で実際にお使い下

さいますようお願い申し上げます。

又、この取扱説明書は、いつでも取り出して読めるように車内に保管されるこ

とをお勧め致します。

尚、本製品は競技専用部品です。公道では道路交通法等の法規に準じた走行が

義務付けられます。

※「VTEC」は、本田技研工業株式会社の登録商標です。

※「NVCS」は、日産自動車株式会社の登録商標です。
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1. 安全・取り扱いに関するご注意 必ずお読み下さい

製品を安全にお使い頂くには、正しい取り付けと正しい操作が不可欠です。

この取扱説明書、ならびに、取り付ける車両の取扱説明書に示されている安

全に関する注意事項をよくお読みになり、十分に理解された上でお使い下さい。

又、この取扱説明書に書かれていない取り扱いをされる場合に必要な、安全

に対する配慮は、お客様ご自分の責任でお考え頂くことになります。

この取扱説明書には、あなたや他の人々への危害や財産への損害を、未然に

防ぎ、本製品を安全にお使い頂くために、守って頂きたい事項を示しています。

その表示と図記号の意味は次のようになっています。内容をよくお読みになり、

十分に理解された上でお使い下さい。

もし、お守り頂かないと生命の危機、又は、重傷を負う人

身事故につながる恐れのある注意事項です。警警告告

もし、お守り頂かないと、製品だけでなく自動車や設備の

破損・故障につながる恐れのある注意事項です。注注意意

製品を正しくお使い頂くために、必ず守って頂きたい注意

事項です。おお願願いい

製品を正しくお使い頂くために、知っておいて頂きたい注　

意事項です。重重　要要
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1. 安全・取り扱いに関するご注意 必ずお読み下さい

取り付け車両を扱う場合は、取り付け車両付属の取扱説明書をよくお読みの　

上、正しく安全に運転、管理して下さい。自動車は、誤った扱い方をすると、

思思わわぬぬ人人身身事事故故等等をを引引きき起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。

必ず自動車の下に燃えやすい物がないことを確認してから、停車、駐車して　

下さい。自動車の排気部分は高温になり、エンジンを動かしたまま枯れ草等

の燃えやすい物の上に停車や駐車すると、火火災災のの危危険険ががあありりまますす。。

必要な時以外は、必ずエンジンを停止して下さい。マフラーのテールパイプ　

からは、有毒な成分が含まれた排気ガスが排出され、締め切った車庫や倉庫　

の中等でエンジンを動かし続けると、一一酸酸化化炭炭素素中中毒毒のの危危険険ががあありりまますす。。

エンジンを動かす時は、屋外、又は窓を開け、換気扇等を回し、新新鮮鮮なな外外

気気をを取取りり入入れれらられれるる場場所所でで作作業業ししてて下下ささいい。。

車の中で休憩や仮眠をとる時は、必ずエンジンを停止して下さい。エンジン

が動いたまま停車、又は駐車して、休憩や仮眠をとると、排排気気ガガススにによよるる

一一酸酸化化炭炭素素中中毒毒のの危危険険ががあありりまますす。。

本製品の取り付け・配線作業は、本来、専門の教育を受けた整備士が行うべ

き作業です。専門外の方が作業されると、けけががやや火火傷傷,,車車両両火火災災をを引引きき起起

ここすす可可能能性性ががあありり危危険険でですす。。

取り付け箇所・取り付け方法は慎重に検討し、絶対に脱落しないようにして　

下さい。誤った取り付け箇所・取り付け方法は、脱落を招き、車車両両破破損損、、

車車両両火火災災のの原原因因やや運運転転のの妨妨げげににななるる可可能能性性ががあありり、、大大変変危危険険でですす。。

運転中は絶対に、本体及びパーソナルコンピューターの操作をしないで下

さい。脇脇見見運運転転はは思思わわぬぬ人人身身事事故故をを引引きき起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。

ハンダゴテ・ニッパー等の工具を使用する場合は、工具付属の取扱説明書を　

よくお読みの上、注意事項等を守り正しくお使い下さい。これらの工具は誤

った使い方をすると、けけががやや火火傷傷等等をを引引きき起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。

作業終了後は、必ず運転席の足元に何もないことを確認して下さい。運転席　

の足元に空き缶や使用した工具等があると、ブブレレーーキキペペダダルルのの下下ににははささまま　

りり、、ブブレレーーキキ操操作作がが出出来来ななくくななるる恐恐れれががあありり、、大大変変危危険険でですす。。

運転中は絶対に本製品の操作をしないで下さい。わわきき見見運運転転はは思思わわぬぬ人人身身

事事故故等等をを引引きき起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。

警警告告
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必ずお読み下さい1. 安全・取り扱いに関するご注意

車両を発進させる時は、必ず周りに何もない事を確認して下さい。不用意に

発進させると、思思わわぬぬ人人身身事事故故やや破破損損等等をを引引きき起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。

本製品を取り付けた車両を、他の人に貸し出し、又は譲渡する場合は、必ず

本製品が取り付けられていることを知らせ、ここのの取取扱扱説説明明書書とと保保証証書書もも、、必必ずず

渡渡ししてて下下ささいい。。

セセッッテティィンンググ不不良良はは、、エエンンジジンンのの破破損損等等をを引引きき起起ここすす可可能能性性ががあありりまますす。。セセッッ

テティィンンググ不不良良にによよっってて引引きき起起ここさされれたたエエンンジジンンのの破破損損等等のの損損害害にに関関ししててはは当当社社

はは一一切切のの責責任任をを負負ううここととがが出出来来まませせんん。。ごご使使用用さされれるるエエンンジジンンのの仕仕様様ににああっったた

空空燃燃比比にに設設定定すするる為為にに、、空空燃燃比比計計等等をを使使用用ししてて、、数数値値をを確確認認ししななががらら燃燃料料調調整整

をを行行っってて下下ささいい。。

くれぐれも、誤配線、ショートはさせないで下さい。本製品だけでなく取り付

け車両の電装系等まで破損させる恐れがあります。これらの取り付けミスによ

る損害に関して、当当社社はは一一切切のの責責任任をを負負ううここととはは出出来来まませせんん。。

本製品の取り付けには、車両の内外装、および電装系の加工、取り外し等の作

業がともないます。当当社社はは、、ここれれららのの作作業業にによよるる物物的的損損害害のの責責任任をを負負ううここととはは

出出来来まませせんんので、慎重に作業を進めて下さい。

配線作業を行う時には、必ず、キーシリンダーからキーを抜き、バッテリーの

マイナス端子を外して下さい。配線作業中に電流が流れると、ショートする可

能性があり、危険です。

ハンダ付け、スプライスにて配線を接続した場所は、必ずビニールテープ等を

巻き、絶縁して下さい。

本製品を加工、改造しないで下さい。故障の原因となるだけでなく、保証の対

象外となります。

本製品の通信ケーブルは修理不可能品です。取り扱いには十分注意して下さい。

本製品は、湿気やほこりの多い場所、直射日光のあたる場所や、ヒーターの吹

き出し口等、高温になる所、又その近くには取り付けないで下さい。

本製品は点火信号や無線等のノイズの発生しやすい場所には設置しないで下さ

い。又、本製品を強力な電波の発生する場所では使用しないで下さい。電波等

によるノイズは、本製品の誤作動を引き起こす恐れがあります。

注注意意



1. 安全・取り扱いに関するご注意 必ずお読み下さい

6

バッテリーのマイナス端子を外すと、メモリー機能を持った時計、オーディオ

類、ナビゲーションシステム、および電動シート等記憶内容が消去される物が

あります。作業前に、車両、及び各製品の取扱説明書で確認した上で作業を始

めて下さい。作業終了後、それぞれの取扱説明書に従って設定し直して下さい。

本製品をお買上げ後、７ページのパーツがあることを確認して下さい。新品を

お買上げの時点で、保証書の製品番号と通信ケーブルの製品番号が異なってい

る場合は、お手数ですがお買上げ店、又は弊社までご連絡下さい。

本製品のお手入れの際は、乾いた布で拭いて下さい。汚れのひどい場合には、

少量の水をつけ固く絞った布で拭いてください。ベンジン・シンナー類を使用

すると、ケースや塗装が変質しますので絶対に使用しないで下さい。

本製品及び、本取扱説明書は改良の為、予告なく仕様変更をする場合がありま

すのでご了承下さい。

本製品の輸出、使用営業及び賃貸を禁じます。

For Sale and Use in Japan Only.

本製品に関するご不明な点等がございましたら、弊社までお問い合わせ下さい。

（住所・電話番号は下記記載。最終ページにも記載。）

おお願願いい
・

・

・

・

・

本製品は競技専用部品です。公道では道路交通法等の法規に準じた走行が義務

付けられます。

本製品は12Ｖバッテリー搭載車に使用出来ます。

おお願願いい
・

・

取り付け作業が終了しましたら、本取扱説明書は保証書と合わせて、必ずお客

様に返却して下さい。

作作業業のの方方へへののおお願願いい
・

その他、各項目ごとに注意事項を掲載しておりますので、必ずお読み下さい。

株式会社トラスト　本社

〒289ー1605 千葉県山武郡芝山町大台3155番地5

ＴＥＬ.0479（77）3000



7

2. 部品構成

・本製品をお買い上げ後、次の物があることをご確認下さい。又、保証

書の製品番号と本体付属の製品番号が同じであることをご確認下さい。

取扱説明書（本書） 1部 保証書　1部

（ユーザー登録カード付）

おお願願いい

上記部品・個数に相違がある場合は、必ず装着前にお買い上げ店、又は弊社まで

ご連絡下さい。（住所・電話番号は最終ページに記載。）
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3. 本製品の特徴

◎主主なな機機能能

・エアフロ補正ＭＡＰ

本体のボリューム値とは別に、回転数16ポイントとスロットル開度16ポイントの

ＭＡＰを使用し、細かいエアフロ補正が可能になります。

・インジェクター交換、エアフロ交換

・ブーストリミッターカット機能

ブーストリミッターが防止できます。（ニッサン、スバル車の一部除く）

・エンジンストール防止機能

エアフロの吹き返しなどによるストールを防止できます。

・外部出力設定

画面上で「VTEC」、「NVCS」のコントロールができます。

※NVCSのコントロールはNVCSアダプタ（別売）が必要です。

・MAPトレース機能

・リアルタイム表示

e-manageに入力、出力するデータを画面上の数字、又は、グラフで確認できます。

・データロガー機能

リアルタイム表示中のデータを記録し後で確認することができます。

・プロテクト設定

データにパスワードを設定し、データ変更の危険を回避できます。

オオププシショョンンパパーーツツ

◎ハーネスキット（I/J）

インジェクターの増量補正が可能になります。

加速インジェクター増量補正が可能になります。

追加インジェクターが２本までコントロール可能になります。

◎ハーネスキット（点火）

点火時期の補正が可能になります。

◎ GReddy圧力センサー

MAPの負荷軸に圧力値を使用できます。

◎A/F計入力ハーネス

A/F値をデータロガーで表示する事ができます。

◎NVCSアダプタ

NVCSのコントロールが可能になります。

◎MSS認識アダプタ

MULTI SWITCING SYSTEM（NOS等）の駆動信号を認識させ、点火時期の補正ができます。

※「VTEC」は、本田技研工業株式会社の登録商標です。

※「NVCS」は、日産自動車株式会社の登録商標です。

本製品は「e-manage」とWindowsパソコンを通信させ、画面上でe-manageの拡張機能を

設定をするためのツールです。

本製品が取り付けられた車両にのみ使用出来ます。



本製品はWindows95、98 、Me、2000、XPでの作動を前提にしておりますので下記に示す条件　

を満たしているパーソナルコンピュータ（以下ＰＣと称す）を使用して下さい。

OS（オペレーティングシステム）はWindows95、98 、Me、2000、XPをご用意下さい。

・必要システム　PC / AT 互換（ DOS / V ) 機

・Pentium 166MHz 以上

・メモリ　32MB 以上（16MB 以上を推奨）

・ハードディスク空き容量　最低50 MB 以上　　

・ディスプレイ　S V G A モニターで 8 0 0 ×6 0 0 のサイズでHigh Coior（16ビット）以上表

示可能なグラフィックス機能

・CD-ROMドライブ　内蔵又は外付けタイプ（ソフトウェアのインストール時に使用）

・シリアルポート　RS-232C規格準拠であるD-Sub９pinコネクタ（オス）搭載

以上の条件をクリアしているもの、又は、既にWindows95、98 、Me、2000、XPをインストー

ル済みのＰＣでe-manage support tool ソフトウェアは十分動作しますが、応用した使用方法　

（リアルタイムモニター等）を快適に動作させる為には、

・Pentium ｢ 266MHz 以上を搭載したＰＣ

・メモリ 128 MB 以上

を推奨致します。

尚、Windows のセットアップ及びインストールについては、Windows ソフトに付属のファース　

トステップガイドを参照し行って下さい。

9

4. インストールの前に 必ずお読み下さい

・シリアルポートがD-Sub９pinコネクタ（オス）ではない場合、又は同じD-Sub９pin

コネクタ（オス）でもコネクタ周辺の形状等により、直接取り付けが出来ない場合が

あります。その際は、市販のアダプタを使用し、ピン数の変更、又は、長さの変更

を行って下さい。

・シリアルポートを持たないＰＣの場合、市販のUSB→シリアル変換アダプタ等を使用

して下さい。

市販のUSBケーブルは使用しないで下さい。

重重要要
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5. ソフトウェアのインストール
これから、e-manage support tool ソフトウェアをインストールします。

以下の手順に従って進めて下さい。

★★ソソフフトトウウェェアアののイインンスストトーールル★★

１. パーソナルコンピュータの電源を「ON」にします。

２. CD-ROMをCD-ROMドライブに入れます。このソフトウェアは、オートインストールを採用し

ている為、この時点で自動的にCD-ROMを読み込み、インストールを開始します。

表示に従って進んで下さい。

３. インストールが終了すると、デスクトップ上にショートカットアイコンが張り付けられ、下の

表示が出てきます。

・オートインストールが上手く作動しない場合パソコン側の設定によっては、オートイ

ンストールが機能しない場合があります。

このような場合、CD-ROMのドライブを指定し、CD-ROM内にあるDISK1フォルダ

内のsetup.exeファイルをダブルクリックしインストールを行って下さい。

・インストールできたが動作がおかしい場合や上手く通信できない場合、アプリケーシ

ョンの削除を行い、再度インストールを行って下さい。

★アアププリリケケーーシショョンンのの削削除除方方法法（（アアンンイインンスストトーールル））★

１.Windows「マイコンピュータ」から「コントロールパネル」を開き、「アプリケーションの追加

と削除」をクリックします。

２.「セットアップと削除」のリストの中から、「GReddy e-manage support tool」を選択し、「追　

加と削除」ボタンをクリックして下さい。

３.次の画面が表示されたら「OK」をクリックして下さい。

４.「アプリケーションの追加と削除」のウインドウに戻りましたら、「OK」をクリックして「コン

トロールパネル」に戻ります。

５.「コントロールパネル」の「×」をクリックし「コントロール」を閉じて下さい。

重重要要



6. 初期設定
◎車車両両設設定定

取付けを行う前に、車両の設定を本体基盤のロータリースイッチ、ジャンパーで設定を

行います。

・・ジジャャンンパパーー設設定定
下記表を参照し、ジャンパーの設定を行います。

★ジャンパー表 

・・ロローータタリリーーススイイッッチチ設設定定
1.車種別信号位置図のロータリースイッチ設定を参照し、3個のロータリースイッチにて設定を行っ

て下さい。

※スイッチ番号は左側から1,2,3となります。

① ② ③ 
!　気筒数設定スイッチ

"　エアフロタイプ設定スイッチ

#　エアフロタイプ設定スイッチ

11

ジャンパーの設定絶対に間違えないで下さい。本製品だけでなく、車両の電装系まで

破損する可能性があります。

注注意意
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6. 初期設定
・ジジャャンンパパーー説説明明

JP1

・ホンダデスビ車は「2-3」にします。

JP2

・ホンダデスビ車は「2-3」にします。

・トヨタ車等で点火信号線を接続し、タコメーターが動かない、点火しない等の症状が発

生した場合、「2-3」にします。

JP3

・エアフロが2つある車両（GT-R等）の場合、「1-2」にします。

・VTEC搭載車両で、VTECも切り替えポイントを変更する場合、「2-3」にします。

・外部出力（O2センサーアダプタ1等）を使用する場合、「2-3」にします。

JP4

・VTEC入力信号を接続する場合、「1-2」にします。

・外部出力（O2センサーアダプタ1等）を使用する場合、「1-2」にします。

・エアフロがカルマン渦の場合、「オープン」にします。

JP5

・8気筒の車両で、インジェクター信号CH-Aをメインインジェクターの増量で使用する

場合、「オープン」にします。

JP6

・8気筒の車両で、インジェクター信号CH-Bをメインインジェクターの増量で使用する場

合、「オープン」にします。

JP7

・VTEC信号線の他にVTM信号があるVTEC車両は、「オープン」にします。

・エアフロがカルマン渦の場合、「1-2」にします。



7. 各配線について
◎◎イインンジジェェククタターー信信号号へへのの配配線線

・ハーネスキット（I/J）の取扱説明書のよく読んだ上で取付作業を行って下さい。

※巻末の車種別信号位置図を参照して配線を行って下さい。

（ロータリーエンジンを除く）

低抵抗I / Jでドロッピングレジスターがない車両（AE86,Ｒ31等）は、高抵抗I / Jに　

交換、もしくは、ドロッピングレジスターを取り付けて使用して下さい。

重重要要

13
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7. 各配線について
◎◎追追加加イインンジジェェククタターーへへのの配配線線ににつついいてて

・I / J CH-A ,I / J CH-B を追加インジェクターで使用する場合（6気筒以下の車両）

e-manage本体の JP 5 及び、JP 6 をそれぞれ、オープン→1ー2に設定して下さい。

◎◎点点火火信信号号へへのの配配線線
※巻末の車種別信号位置図を参照して車両の点火信号線に割り込ませる形で配線を行って下さい。

※必ずe-manageのチャンネル順序が、点火順序になるように配線を行って下さい。

（エンジンにより点火順序が決まっていますので、必ず合わせて下さい）

低抵抗インジェクターを使用する際は、ドロッピングレジスターを必ず取り付けて使

用して下さい。

重重要要

絶対に点火順序、ジャンパー設定は間違えないで下さい。イグニッションコイルが破

損します。

重重要要

4気筒（直列）　　　　    　　　　　  t1　   　t3　      t4　      t2

4気筒（水平対向）　 　   　　　　　  t1　   　t3　      t2　      t4

6気筒（直列）同時点火　　　　　　t1,6　　t5,2　   t3,4

6気筒（直列）独立点火     　　　　    t1　   　t5　      t3　      t6　      t2      　t4

6気筒（V型）同時点火　　　　　     t1,4　　t2,5　   t3,6

6気筒（V型）独立点火　　　　　　   t1　   　t2　      t3      　t4　      t5　      t6

13B（FC3S、JC3SE）　　　　　  　tＴ　 　tＬ 

20B-REW（JCESE）                          tＴ                                  tＬ 

13B-REW（FD3S）　　　 　            t F T     t R T　   tＬ 

4気筒（水平対向）同時点火  　　      t1,2　   t3,4

4気筒（直列）同時点火　  　　　      t1,4　   t2,3

ディストリビュータ　 　　　               t  

e-managee-manageチャンネル　チャンネル      　　　      CH-1    CH-2CH-1 CH-2　 CH-3    CH-4CH-3 CH-4　 CH-5CH-5　 CH-6CH-6

（点火順序表） 

 

13B-MSP（SE3P）　　　 　            t F T      t R T　 t F L　  t R L

3気筒　独立点火　　　　　　　　　  t1　  　 t3　      t2 

e-managee-manageチャンネル　チャンネル      　　　      CH-1    CH-2CH-1 CH-2　 CH-3    CH-4CH-3 CH-4　 CH-5CH-5　 CH-6CH-6
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7. 各配線について

※ホンダEG系の車両は、車両側26Pカプ　 
　ラーの下段右から3番目から出ている 
　配線も点火信号になりますので、２本 
　まとめて配線して下さい。 

ホンダ車は、JP 1 、JP 2 を2ー3に設定して下さい。

配線を行い、タコメーターが動かない、点火していない等の症状が発生した場合、本　

体基盤上のJP 2 を2ー3に設定を変更して下さい。（主にトヨタ車）

重重要要
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8. はじめに行う操作

必ず通信ケーブルは付属のものをお使い下さい。指定外のものを使用するとＰＣ、e-

manage本体が破損する可能性があります。

おお願願いい

★★アアププリリケケーーシショョンンのの起起動動★★
１. 車両のIIGGキキーーをを「「OOFFFF」」の状態で、通信ケーブルのD-Sub９pinをＰＣ側に、USB側を

e-manage本体に接続します。

２. 車両のIIGGキキーーをを「「OONN」」にして、ショートカットアイコンをダブルクリックし、ソフトを起動

させます。

３. ソフトを起動させると下の画面が表示されます。



8. はじめに行う操作
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◎◎手手動動ででののアアッッププデデーートト
通常、アップデートはe-manage本体のバージョンが低い場合、自動的に行われますが、以下のモ

ードなり、パソコンとの通信が不能になった場合、手動でアップデートを行う事で復帰する事がで　

きます。

また、以下のモードになった場合、設定データが壊れている可能性がある為、新規ファイルまたは、

保存したファイルから始めて下さい。

・アクティブLEDが「赤、緑」の交互点滅

検査モードアップデートの失敗、e-01との通信不良が原因

・アクティブLEDが「赤、緑、橙」の交互点滅

ダウンロードモードアップデート中にe-manage本体の電源が切れてしまい、アップデートに失敗　

してしまう事が原因

★★本本体体アアッッププデデーートト★★

e-manage本体のプログラムをアップデートする場合に行います。

・本体アップデートを行う際は、画面下のステータスバーに「ＯＮＬＩＮＥ」と表示されているか必

ず確認します。

※「ＯＮＬＩＮＥ」にならない場合、19ページからのＣＯＭポートの設定を参照してみて下さい。

1.メニューバー「通信」→「本体アップデート」を選択します。

◎◎手手動動ででののアアッッププデデーートト方方法法



8. はじめに行う操作
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2.アップデートファイル「GSC01.p」を選択すると、e-manage本体のアップデートが始

まります。

ダウンロードには、約2分程掛かります。

3.アップデート終了後、IG OFFにしe-manage本体の電源が切れた事を確認し、OKボタ

ンを押して下さい。

4.メニューバー「ヘルプ」でバージョンを確認します。

e-manage本体のバージョンがパソコン側と同じであればアップデートは終了です。



8. はじめに行う操作
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◎◎CCOOMMポポーートト設設定定

ステータスバーの「ＯＮＬＩＮＥ」表示がせず、通信が出来ない場合、以下の手順で行　

います。

1.「設定」→「コントロールパネル」を開きます。

コントロールパネル内の

「システム」を開きます。

2.「デバイスマネージャー」を開き、ポート（COMとLPT）→通信ポートを表示します。

通信ポート（COM※）※部分の番号を確認します。

Windows 98/98SE/Meの場合

Windows 2000の場合



8. はじめに行う操作

3.確認した、通信ポート（COM※）※部分の番号と同じポートを選択し、設定を終了し

ます。

Windows XPの場合

20

◎◎排排気気量量設設定定

エアフロ電圧から充墳効率（ホットワイヤー）、体積効率（フラップ、カルマン）をリ

アルタイム表示で表示させる場合、取り付けている車両の排気量を入力します。
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9. 本体設定情報の確認
★★本本体体設設定定情情報報のの確確認認★★

１. 車両のIIGGキキーーをを「「OONN」」（エンジン未始動状態）にし、ステータスバーに

「ＯＮＬＩＮＥ」と表示されているか確認します。

※「ＯＮＬＩＮＥ」にならない場合、19～20ページを参照してＣＯＭポートの設定を　

行ってみて下さい。

２．メニューバーの「設定」→「本体設定情報」又は、ツールバーの「本体設定情報」

アイコンにて、e-manage本体の初期設定情報を確認します。

※この画面は確認画面になりますので、各設定の変更は出来ません。

・ロータリーＳＷ１～３の設定はP11、P51～68又はe-manage本体の取扱説明書を参照

して下さい。

・点火入力ジャンパー設定は１1ページを参照して下さい。

・エアフロ１・・・・・・ホットワイヤ、フラップ式エアフロ車輌、圧力センサ車輌で

使用します。

・エアフロ２・・・・・・ＧＴＲ、ＶＴＥＣ車輌で使用します。

・エアフロパルス入力・・カルマン式エアフロ、ＶＴＥＣ車輌で使用します。

・エアフロパルス出力・・カルマン式エアフロ、ＶＴＥＣ車輌の一部で使用します。

・Ａ.Ａ.Ｖ.値・・・・・・本体のボリューム値を確認できます。
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10. パラメータ設定
★パパララメメーータタ設設定定★

この画面ではエアフロ交換、インジェクター交換、スロットル設定や、どのMAP

を使用するかの設定を行います。

はじめて使用するときだけでなく、各機能を追加、削除するときにも使用します。

・メニューバーの「設定」→「パラメータ設定」又は、ツールバーの「パラメータ設定」

ボタンを選択すると、下の画面が表示されます。

◎◎エエアアフフロロ交交換換

・エアフロ交換を行った場合、交換後のセンサー種別を巻末の車種別信号位置図から参

照し、プルダウンメニューから選択します。

・本体のロータリースイッチで設定されたエアフロは［本体設定］と表示されます。

※エアフロ交換とは・・・

エアフロ電圧を増量方向に補正する事で行って

います。設定を行った場合は、必ずA/F計等で

空燃比を確認し、ノッキング等に十分注意して

下さい。

★★パパララメメーータタのの設設定定方方法法★★
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10. パラメータ設定
◎◎外外部部信信号号入入力力
BOOSTコネクタにオプションパーツを接続した場合、プルダウンメニューで設定します。

エアフロ容量が不足している車両などで、エアフロ電圧のかわりに圧力をe-manageでのMAPの

負荷軸スケールに使用して、ブースト値により補正を行う事で、Dジェトロ的な使い方ができま

す。但し、エアフロレスにはできません。

・GReddy圧力センサー
各MAPで負荷軸（縦軸）に使用する場合に選択します。

・A/F計（0～5V）
データロガーでA/F値を表示する場合に選択します。

使用するA/F計の換算値を入力します。

※使用できるA/F計は、外部出力（0～5Ｖ）がある物になります。

・Multi Switching System
マルチスイッチングシステムがONの時、点火時期補正を行う事が出来ます。

入力範囲：－20～＋20°、1°刻み

※MAPSELECTで点火時期補正MAPを選択しないと、プルダウンメニューには、表示しませ

ん。・

◎絶対圧変換機能
絶対圧変換機能を使用する場合、チェックを入れます。

・純正の圧力センサーの測定範囲を超えてしまうような場合にも、GReddy圧力センサーと純正圧

力センサーの２つのセンサーからから絶対圧を計算し、MAPのスケールに使用することができ

ます。

※純正のエアフロが圧力センサーの場合のみ、選択する事ができます。

※GReddy圧力センサーを選択しないと、使用出来ません。

・絶対圧とは・・・

真空をゼロとして測った圧力であり、純正の圧力センサーは全てこのタイプです。

大気圧がほぼ１００ｋｐａになります。標高が高い所等にも対応できます。

・相対圧とは・・・

一般的にブーストメーター等で使われている大気圧をゼロとして測った圧力です。
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10. パラメータ設定
◎◎本本体体ボボリリュューームム設設定定回回転転数数のの変変更更

・e-manage本体のフロントパネルにあるAIR-FROW ADJUST VOL.（A.A.V.）の設定回

転数を変更する事ができます。

入力範囲は0～10000rpm、100rpm刻みで設定できます。

・内部開始点=ポイント1にすると、ポイント1での補正値がポイント１以下で有効となり　

ます。（出荷時は内部開始点=ポイント1）

アイドリングではエアフロ補正を行いたくないとき等に使用します。

（例１）出荷時は内部始点＝ポイント１

（例２）内部始点を1000rpmに設定すると、1000rpm以上で補正が始まります。
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10. パラメータ設定

◎◎MMAAPP SSEELLEECCTT

・使用する設定、MAPにチェックを入れます。

◎◎イインンジジェェククタターー交交換換のの有有無無

・インジェクターを交換した場合、インジェクター容量の違いによる燃調のずれを全域

において補正することで、インジェクターの変更を行う事が出来ます。

設定画面にて交換前インジェクターサイズを左側へ、交換後インジェクターサイズを

右側へ入力します。

尚、インジェクターサイズの入力部分は入力時しか表示せず、次回パラメータ設定画

面を開いたときは補正値のみの表示になります。

※インジェクターの容量が極端に大きいものに交換した場合、始動性等に問題が発生す

る可能性がありますので、交換前のインジェクター容量の1.5倍を一つの目安として

下さい。

※インジェクター交換信号とは・・・

エアフロ電圧を減量方向に補正する事で行っています。設定を行った場合は、必ず、

A/F計等で空燃比値を確認し、ノッキング等に十分注意して下さい。

スロットル設定を行わないとエンジンストール防止設定を使用することができませ

ん。

スロットル設定を行わないとエアフロ補正MAPにおいてスロットル開度による補正が　

できません。

重重要要
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10. パラメータ設定
◎◎ススロロッットトルル設設定定

・パラメータ設定 画面左下の「スロットル設定」ボタンを押し、スロットルの全開と全

閉の電圧値を設定します。

※スロットル設定を行わないと、エンジンストール防止設定を選択できません。

※スロットル設定を行わないと、エアフロ補正MAPでスロットル開度による補正ができ

ません。

（設定方法）

スロットルセンサータイプを選択し、車両のIGキーをON（エンジン未始動状態）でア

クセルをON/OFFし、全開、全閉の電圧を認識させます。

エンジンが掛かっている状態でもスロットルを軽く踏み込むことで認識させることがで

きます。

◎◎設設定定のの確確定定

パラメータ設定が終了したら、「確定」を押し、設定を本体に送信します。

下の画面が表示されるので画面に従い一度キーをＯＦＦにします。

これでエンジンが始動可能になります。

エンジンが掛かっている状態でスロットル設定を行う場合は、回転の上がり過ぎに注

意し、周囲にも十分注意して下さい。

スロットル信号がない車輌、また、スロットル信号が全閉スイッチ、全開スイッチの　

み車輌はスロットル設定ができません。

重重要要

NOW・・・現在のスロットル電圧と認識している

スロットル開度を0̃100%で表示します。

MAX ・・・スロットル全開時の電圧を表示します。

MIN  ・・・スロットル全閉時の電圧を表示します。

NORMAL  ・・・アクセルを踏むと電圧が上がるタイプ

REVERSE・・・アクセルを踏むと電圧が下がるタイプ
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◎◎設設定定、、MMAAPP画画面面のの開開きき方方

・ツールバー下のMAP SELECTのプルダウン項目及び、右隣の各MAPのアイコンにて画

面を開きます。

・各設定、MAP毎にウィンドウの位置、大きさを記憶するようになっています。各設定、

MAPのウィンドウを閉じても変更した設定値は消えません。設定値は一括で１つのフ

ァイルとして扱います。

11. 設定、入力方法について
◎◎基基本本的的なな設設定定方方法法
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11. 設定、入力方法について

◎◎設設定定値値のの入入力力（（変変更更））方方法法

・入力エリアをクリックすると、設定値を直接入力できます。

・MAPの青い部分を選択すると回転数の一列、または、負荷軸の一行毎に入力出来ます。

・範囲を選択して設定値を入力すると、選択エリアを一括入力できます。

・＊の後、数値を入力し、エンターを押すと、選択された範囲との相対演算（かけ算）を

行います。

・PageUpを押すと最小ステップ（刻み）分加算します。

・PageDownを押すと最小ステップ（刻み）分減算します。

・プルダウンメニュー又は、ツールバーの取り消し機能を使用すると直前の変更を取り消

せます。

・入力された値が指定範囲外、又は最小ステップ（刻み）から外れていた場合は、入力

エラーが表示され自動的に一番近い正常値を表示します。

・スケール変更で昇順又は降順に値を指定する必要があるところで倒置が発生した場合は

自動的に並び替えを行います。

・数値及び＊以外の文字を入力した場合エラーダイアログを出し、入力は無視されます。

◎◎設設定定値値のの初初期期化化方方法法（（ママッッププククリリアア））

・メニューから新規作成を選択し、そのままe-manage本体に送信、確定することで内

部設定データはすべて初期化されデフォルト値に戻ります。

ただし、e-manage本体のロータリースイッチ、ＪＰ設定は戻りません。

e-manage本体を別の車両に使用するときに使用します。

◎◎均均等等割割付付

・範囲を選択して均等割付ボタンを押すと、四角の数値を基準に選択範囲の数値を均等

にならします。
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◎◎ブブーースストトリリミミッッタターーカカッットト設設定定

・吸入空気量の増大により、ECUが燃料カットを行うのを防止出来ます。この燃料カッ

トが起きると、ブーストを上昇させることが出来ないだけでなく、最悪の場合、エンジ

ンブローに至ってしまう可能性があります。

・16ポイントの回転数において、エアフロ電圧（周波数）、圧力センサ電圧に上上限限（（クク　　

ラランンププ値値））をを設設定定ししまますす。。

但し、EECCUUはは増増大大ししたた空空気気量量をを認認識識出出来来なないい為為、、イインンジジェェククタターー増増量量MMAAPPとと併併

用用する必要があります。

（設定方法）

1.データロガー機能等で実際にリミッターが入ったときの回転数、エアフロ出力電圧

（周波数）、インジェクター噴射率を記録します。

2.クランプ値をインジェクターの噴射率が0％になった時より少し低い値をクランプ値

として入力します。

12. 設定、MAP画面について

回転数：rpm

入力範囲：0～10000rpm、100rpm刻み　

クランプ値：エアフロの種類に合わせて自動切り替え

入力範囲：0～5V、0.02V刻み（エアフロ、外部圧力センサー：V）

入力範囲：0～3150Hz、5Hz刻み（カルマン渦エアフロ：Hz）

ブーストリミッターが入らない車輌にはこの機能は必要ありません。



12. 設定、MAP画面について
◎◎エエンンジジンンスストトーールル防防止止設設定定

・タービンの吹き返しによるエンジンストールを防止できます。

・設定開度以下をアクセルOFFと認識し、8ポイントの回転数において、エアフロ電圧

（周波数）、圧力センサ電圧を固定して出力します。

・時間を設定することで、実際に吹き返しが起こる時のみ機能します。

（設定方法）

1.データロガー機能等で実際にストールしたときの回転数、エアフロ入力電圧（周波　

数）、インジェクター噴射率を記録します。

2.エアフロ電圧が乱れる回転数を画面の右端に入力し、エアフロ電圧が乱れる前後のエ

アフロ電圧を見ながらクランプ値を入力します。

※開度を１％に設定した場合は、スロットル全閉状態の時のみ機能します。

※開度を０％に設定した場合は、機能しません。

3.機能させたい時間を入力します。

※0.0Sに設定した場合、時間に関係なく機能します。

※0.2S以上入力した場合、入力した時間のみ機能します。

開度：％

入力範囲：0～10％、1％刻み

時間：s

入力範囲：0～5s、0.2s刻み

回転数：rpm

入力範囲：0～8000rpm、50rpm刻み

クランプ値：エアフロの種類に合わせて自動切り替え

入力範囲：0～5V、0.02V刻み（エアフロ、圧力センサー：V）

入力範囲：0～3150Hz、5Hz刻み（カルマン渦エアフロ：Hz）

エンジンがストールしない車輌にはこの機能は必要ありません。

スロットル設定を行わないと、エンジンストール防止設定は使用できません。

30
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◎◎外外部部出出力力設設定定

・VTEC、NVCSアダプター、O2センサーアダプタ等の作動領域の設定が出来ます。

・ＰＣ側でVTEC、NVCSアダプター、O2センサーアダプタ等の設定を行うと、e-

manage本体のボリュームでのVTEC設定値は無効になります。

・ONになると12Vを出力します。

※MAP内のON、OFFの条件は変更できません。

※VTECMAP、NVCSMAPで作動条件が異なります。

12. 設定、MAP画面について

回転数：rpm

入力範囲：0～10000rpm、50rpm刻み

補正値：％

入力範囲：－20～＋20％、1％刻み

◆VTEC MAP

◆NVCS MAP

（設定方法）

・使用するMAPをVTEC又は、NVCSから選択します。

・希望の切り替えポイントになるよう、回転数、負荷軸を入力します。

・入力がOFF、出力がONの時のエアフロ補正値を入力します。

VTEC、NVCSアダプター、O2センサーアダプタ等を使用する場合は、必ず、JP3を　

2-3に設定して下さい。

重重要要
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12. 設定、MAP画面について

回転軸：rpm

入力範囲：0～10000rpm、100rpm刻み　

負荷軸：V,Hz,絶対圧力値（kPa,kg/cm2,mmHg）

スロットル開度（％）

相対圧力値（kPa,kg/cm2,mmHg）

任意のポイント（16ポイント）を割り当てます。

単位は初期設定画面で選択したエアフロの種類に合わせて自動的に切り換わります。

また、単位を切り換えた場合、一番近い数値に換算します。

入力範囲：0～5V、0.05V刻み（エアフロ、圧力センサー：V）

入力範囲：0～3150Hz、50Hz刻み（カルマン渦エアフロ：Hz）

入力範囲：0～100%、1％刻み（スロットル開度：％）

入力範囲：0～5V、0.05V刻み（外部圧力センサー：V）

◎◎MMAAPPののススケケーールル、、入入力力方方法法ににつついいてて

（（入入力力方方法法））

・スケール変更ボタンを押すとスケール変更モードになり、スケール変更ができます。

※スケール変更モード・・・スケール部分が反転し、PageUP・DOWN、入力で変更可能。

・各MAP、設定値内の数値は0でノーマル状態（補正無し）になります。

エアフロ補正MAPの負荷軸は、スロットル開度以外選択出来ません。

重重要要
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◎◎エエアアフフロロ補補正正MMAAPP

・e-manage本体のAIR-FROW ADJUST VOL.（A.A.V.）とは別に回転数とスロットル開

度別にエアフロ補正ができます。

・回転数、スロットル開度が各１６ポイント設定できるのでより細かいセッティングがで

きます。
・MAPに０を入力するとノーマル状態になります。

・e-manage本体の補正値と加算される形で補正を行います。

・マイナス方向に補正を行うことで燃料の減量ができます。

※スロットル設定を行わないと、エアフロ補正MAPでスロットル開度による補正ができ

ません。

（設定方法）

回転数、スロットル開度ごとのエアフロ補正値を入力します。

補正値：％

入力範囲：ー５０～５０％、1％刻み

12. 設定、MAP画面について

大幅に補正を行うと、燃料だけでなく点火時期も変わってくる可能性があります。

ノッキング等に十分注意して下さい。

重重要要

ECUの特性にもよりますが、プラスに補正すると、燃料は増量し、点火時期は遅角し

ます。マイナスに補正すると燃料は減量し、点火時期は進角します。
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12. 設定、MAP画面について
◎◎イインンジジェェククタターー増増量量MMAAPP

・メインインジェクターの噴射終了から次の噴射開始までの間、メイン噴射に追加する形

で追加噴射を行います。

・ノーマルの噴射時間に対しての増量率を設定します。

・MAPに０を入力するとノーマル（増量していない）状態になります。

※但し、イインンジジェェククタターー噴噴射射率率がが110000％％以以上上はは増増量量出出来来まませせんん。。

※ブーストリミッターカット設定を使用した場合必要です。

（例）ノーマルのインジェクター噴射率が50％

MAPで設定した補正値（増量率）が30％の場合、

50＋（50×0.3）=65％

（設定方法）

ノーマルの噴射時間に対する増量率を入力します。

補正値：％

入力範囲：0～100％、0.5％刻み

減量方向は、エアフロ補正MAPでマイナス方向への補正することで行って下さい。

おお願願いい
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◎◎加加速速増増量量補補正正MMAAPP

・50msあたりのスロットル開度変化量でインジェクターの増量ができます。

・素早くアクセルを踏み込んだ時、スロットル変化率は大きくなります。

・縦軸スケールは50msあたりのスロットル変化量です。

・補正値が大きくなる時は、MAPの補正値で動作しますが、補正値が小さくなる時は、

I/J噴射毎に設定した減衰係数ずつ小さくなります。（減衰係数が小さい程、長く補正

がかかります。）

（設定方法）

回転数、スロットル変化率ごとに、補正率を入力します。

減衰係数を入力します。

例）減衰係数3％設定時に、補正値12％の補正が入った時

MAP値　 0％→12％→0％→0％・・・0％

実際の補正値　 0％→12％→9％→6％・・・0％

↑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

補正が入った時

補正値：％

入力範囲：0～100％、0.5％刻み

減衰係数:％

入力範囲:0.5～20％、0.5％刻み

減量方向へ補正することはできません。

おお願願いい
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12. 設定、MAP画面について
◎◎追追加加イインンジジェェククタターーMMAAPP

・後付けの追加インジェクターを回転信号2パルスに対して1回のタイミングで駆動出来

ます。

（４気筒はエンジン２回転で２回、６気筒はエンジン２回転で３回噴射します。）

・噴射率が95％以上は数値が赤になります。

（単位を噴射時間にしても、噴射率95％以上で赤になります。）

・MAP 内の単位はエンジン1回転あたりの噴射率、噴射時間から設定出来ます。

0～100％の範囲で設定出来ます。

・ある回転数以上は一定量噴射させたい場合、単位を噴射時間に設定すると便利です。

・メイン同期にチェックを入れると、メインI/Jの燃料カットに同期し、追加I/Jも停止す

る事ができます。

（設定方法）

追加インジェクターの噴射率、又は、噴射時間を入力します。

メイン同期を使用する場合、チェックを入れます。

補正値：％

入力範囲：0～100％、0.5％刻み

噴射時間:ms

入力範囲:0～40ms、0.1ms刻み
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12. 設定、MAP画面について
◎◎点点火火時時期期補補正正MMAAPP

・ノーマルの点火時期に対して補正値だけ進角、または遅角させることで点火時期を調整

できます。

・MAPに０を入力するとノーマル（補正していない）状態になります。

・MAPに正の値を入力すると進角します。

・負の値を入力すると遅角します。－5と入力すると5°遅角します。

（設定方法）

ノーマルの点火時期に対する補正値をを入力します。

補正値：°

入力範囲：－20～＋20°、1°刻み　

e-manageはクランク角センサの信号を取り込んでいない為、車種、条件によっては

進角側においてプラスマイナス1度程度ズレが発生してしまう場合があります。

点火時期の調整は十分にエンジンコンディション、車両の仕様を把握した上でご使用　

下さい。

重重要要

ここで入力する数値は、進角,遅角の数値であり実際の点火時期ではありません。
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13. メニューバーについて

◎◎「「設設定定」」

設定
本体設定情報
パラメータ設定
プロテクト設定
排気量設定　　

本体設定情報を表示します。
パラメータ設定画面を表示します。Ｐ22～26を参照
プロテクト設定画面を表示します。Ｐ48を参照
排気量設定画面を表示します。Ｐ20を参照

◎◎「「編編集集」」

編集
元に戻す
繰り返し
切り取り
コピー
貼り付け

直前の変更入力を取りやめます。
直前の変更入力を繰り返します。
値をクリップボードにコピーし、最小値にします。
値をクリップボードにコピーします。
クリップボードから値を貼り付けます。

◎◎フファァイイルル
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13. メニューバーについて

◎◎「「オオププシショョンン」」

オプション
COMポート

ボーレート
MAPトレース

リアルタイム表示

データ解析

COMポートを選択します。通常自動選択されますが、通信が上
手く行えない場合に使用します。Ｐ19～20を参照
ボーレートを選択します。通常は選択できません。
トレース設定画面を表示します。現在MAP内のどこを読んでい
るか確認出来ます。Ｐ42～43を参照
リアルタイム表示画面を表示します。項目を選択してリアルタ
イム表示出来ます。Ｐ44～45参照
保存したデータをグラフ表示します。Ｐ46～47を参照

表示
マップサイズ
ウィンドウ
ツールバー
MAP SELECT

MAPボタン

ステータスバー
インジゲーター

マップのサイズを4段階（1：小～4：特大）に選択できます。
重ねて表示、又は並べて表示が選択できます
ツールバーの表示/非表示の切り換え時に使用します。
MAP SELECTのプルダウン項目の表示/非表示の切り換え時に使
用します。
各設定、MAP画面のアイコンの表示/非表示の切り換え時に使用
します。
ステータスバーの表示/非表示の切り換え時に使用します。
インジゲーターの表示/非表示の切り換え時に使用します。

◎◎「「表表示示」」
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13. メニューバーについて

通信
リアルタイム通信
設定データ取得

設定データ比較

設定データ送信

本体アップデート

リアルタイム通信を行います。
e-manage本体より設定データを取得します。この時、パスワ
ードが必要な場合はパスワード入力画面を表示します。
指定されたファイルと画面上の設定データを比較し、同じか
どうか確認します。
パソコン側で設定した全てのデータをe-manage本体へ送信し
ます。
e-manage本体プログラムのアップデートを行います。

◎◎「「通通信信」」

ヘルプ
トピックの検索

GReddy
e-manage
support toolの
バージョン情報

目次及びキーワードから探したい語句を検索する事ができま
す。

現在使用しているソフト、通信を行ったe-manage本体、e-
manage本体アップデート後のバージョンを表示します。

◎◎「「ヘヘルルププ」」
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14. ツールバーについて
★★ツツーールルババーー★★

ツールバーに表示されている各種アイコン名称及び機能は以下のようになります。

メニュー
1.新規ファイル
2.開く
3.上書き保存
4.印刷
編集　
5.切り取り
6.コピー
7.貼り付け
8.元に戻す
9.繰り返し
10.均等割付・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ28参照
設定
11.パラメータ設定・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ22～26参照
12.本体設定情報・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ21参照　　
オプション
13.MAPトレース設定 ・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ42～43参照
14.リアルタイム表示・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ44～45参照
15.データ解析・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ46～47参照
通信
16.設定データ取得
17.設定データ送信
18.設定データ比較

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 17 1816

★インジケーターについて★

・ツールバー右端にあるマークは、通信状態を示すインジケーターです。

OFF  LINE ・・・・・・・・・・・黄色の点滅になります。

ON LINE ・・・・・・・・・・・・緑色の点灯になります。

ON LINEリアルタイム通信中・・・緑色の点滅になります。

ON LINEデータ記録中・・・・・・赤色の点灯になります。
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15. MAPトレース機能
◎◎MMAAPPトトレレーースス機機能能

・この機能は現在MAPのどの位置を読んでいるか確認できる機能です。

・メニューバーの「オプション」→「MAPトレース」又は、ツールバーの「MAPトレー

ス」ボタンにて、下の画面が表示されます。

・トレース画面が表示されインジェクター増量MAP等の16×16のMAPでは、MAPトレー

ス機能が使用出来ます。

・マップ上の現在読んでいるポイントを枠で囲んで表示し、過去に読んだポイントの背景

色を塗りつぶして表示します。

残残像像時時間間：：軌跡表示の残像時間をなし、1秒、3秒、10秒、継続から選択して使用ます。

継続を使用した場合、クリアボタンを押すまで軌跡表示は消えません。

カカーーソソルル：：現在の読み出し位置を1マスで表示するか4マスで表示するか指定します。

4マスを指定した場合、現在の読み出し位置を赤枠で表示し、補正値の計算

で使用したマスは、枠無しの表示をします。

複数のMAPで行ったり、リアルタイム表示と併用すると、ＰＣ側の能力よっては画面

がちらついたり動きが遅くなってしまう場合があります。そのような場合、１つの

MAPでこの機能を使って下さい。

MAPトレースしない場合、ON LINEになっているか確認し、設定データ送信後、設定

データ取得を行ってみて下さい。

重重要要

確認しながらセッティングできるためセッティングが適切に行えます。
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15. MAPトレース機能
◎◎カカーーソソルルジジャャンンププ機機能能

・この機能はMAPトレース中にスペースキーを押すと、押した時に読んでいた所にカー

ソルが移動します。

・走行中等に、セッティングで気になる所があった場合、そこでスペースキーを押し、後

でどこを読んでいたか確認できます。
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16. リアルタイム表示機能
◎◎リリアアルルタタイイムム表表示示

・この機能は現在e-manage本体に入力、出力している信号を数値、グラフで表示できる

機能です。

・メニューバーの「オプション」→「リアルタイム表示」又は、ツールバーの「リアルタ

イム表示」ボタンにて、下の設定画面が表示されます。

・表示項目設定ボタンを押すと、下の画面が表示されます。

・リアルタイム表示させたい項目を追加、削除したい場合、ここで選択します。

※ここで選択された項目は記録し、ファイルとして保存することができます。
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16. リアルタイム表示機能
◎◎ググララフフ表表示示

◎◎デデーータタ記記録録

・・記記録録開開始始ボボタタンン
記録開始ボタンを押すと、走行中のリアルタイム値をデータとしてメモリに保存　

していきます。既に、データがメモリ上にある場合は、データは上書きされます。

・・記記録録終終了了ボボタタンン
記録終了ボタンを押すと、データのメモリへの記録を終了します。

・・記記録録デデーータタ保保存存ボボタタンン
記録したいデータに名前を付けてファイルとして保存できます。

数値がちらついて見えたり、グラフが滑らかでない場合がありますが、e-manage本

体からＰＣへの通信速度の問題で、実際の制御とは全く関係ありません。

重重要要

記録、保存したデータはデータ解析機能で確認する事ができます。

・グラフボタンを押すと、下の画面になります。

・数値とは別にグラフ表示させて確認することが出来ます。

・RESETボタンを押すと表示がリセットされ左端に戻りまた表示を始めます。

・項目をダブルクリックすると表示範囲の最大値、最小値が設定できます。

・色の部分をダブルクリックすると色の設定が出来ます。

・グラフを表示する範囲を５秒、１０、15、20秒から選択できます。
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17. データ解析について

開くボタンを押して解析したいファイルを選択します。

◎◎デデーータタ解解析析

・この機能はリアルタイム表示画面で記録し保存したファイルをグラフ表示できる機能です。

・プルダウンメニュー又は、ツールバーのデータ解析を選択すると、下の画面が表示されます。

・「測定項目設定」を押し、測定項目を選択します。

・デフォルトでは記録した項目にチェックが入っています。

・「色」をダブルクリックすると波形の色を設定する事が出来ます。

・測定項目をダブルクリックすると表示範囲の最大値、最小値が設定できます。

・測定値をクリックすると測定値の最大値、最小値が確認できます。

・任意の表示項目名称欄をマウスでクリックすると反転表示されます。反転表示してい

る項目の単位がグラフの左側に表示されます。

・グラフ上の任意の位置をマウスでクリックすることにより、グラフ上にある縦の点線

が移動し、点線の位置の測定値が左側に表示されます。

・グラフ上で拡大したい区間をドラッグし、拡大ボタンを押すと反転表示された部分

が拡大されて表示されます。

・戻すボタンを押すと拡大された部分が拡大される前の状態に戻ります。
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17. データ解析について
◎◎MMAAPPリリンンクク機機能能

・データ解析画面のグラフ上で左クリックすると、その時MAPのどこを読んでいたか、

確認する事ができます。
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18. プロテクト設定
◎◎ププロロテテククトト設設定定

・・この機能は本体の設定データにパスワードを設定し、プロテクトをかける事が出来ま

す。

・プロテクト設定を行うと、e-manage本体と通信を行う際、パスワードを入力しない

と設定データ等を見ることや、変更する事が出来なくなります。

（設定方法）

メニューバーの「設定」→「プロテクト設定」

でパスワードを設定します。

◎◎ママッッププククリリアア

・パスワードを忘れてしまった等の場合、現在の設定データを全て消去し、初期状態に戻

すことができます。

ママッッププククリリアア方方法法・・パスワード入力画面で「マップクリア」ボタンを押します。

設定データを他人に見られたくない場合に使用します。

設設定定方方法法・・・・・パスワードとパスワードの確認入力をそれぞれ同じものを２回

入力し、「OK」を押します。

解解除除方方法法・・・・・パスワードを入力し、通信を行い、もう一度プロテクト設定画

面でパスワードを空白のまま「OK」ボタンを押すことでプロテ

クトを解除する事ができます。

半角英数字　8文字まで
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19. エラーコード一覧表
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19. エラーコード一覧表
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20. 車種別ECU位置図
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20. 車種別信号位置図





20. 車種別信号位置図

54





20. 車種別信号位置図
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20. 車種別信号位置図



20. 車種別信号位置図
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20. 車種別信号位置図

Osaka
5.7pt
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20. 車種別信号位置図
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20. 車種別信号位置図

Osaka
5.7pt
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20. 車種別信号位置図

中ゴシック体
5.04pt
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20. 車種別信号位置図



20. 車種別信号位置図
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20. 車種別信号位置図
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20. 車種別信号位置図
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20. 車種別信号位置図
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21. トラブルシューティング

症　　　状 考えられる原因

1. ONLINEにならない ・COMポートの設定が間

違

っている

・COMポートの設定を確認し

てみて下さい。

Ｐ19参照

2. 通信ができない ・USBポートが接触不良を

起こしている　　　

・USBを差し込んだ状態から

本体の電源を入れて通信さ

せてみて下さい。

3. エアフロ補正MAPの　

縦軸が表示されない

・スロットル設定を行って

いない　　　

・パラメータ設定画面でスロ

ットル設定を行って下さい。

Ｐ26参照　

4. エアフロ交換の設定

が反映されない

・本体側のロータリースイ

ッチが間違っています　　

・ロータリースイッチはエア

フロ交換の有無に関係なく

車両に設定して下さい。

・設定を送信後、キーを

OFFにしていない　　　

・エアフロ交換の設定は送信

後、一度キーをOFFにする

事で反映されます。

5. 点火ハーネスを接続

するとエンジンが始　

動できない

・ジャンパー設定が間違え

ている　　　

・正しいジャンパー設定を行

って下さい。Ｐ11参照　

6. 設定値を入力しても

反映されない

・リアルタイム通信になっ

ていない　　　

・リアルタイム通信に設定し

て下さい。Ｐ40参照　

7. エンジンストール防

止設定を使用すると

始動できない

・各回転数でのクランプ値

が０になっている。

・各回転数にクランプ値を設

定して下さい。Ｐ30参照　

8. INTERACTION

L.E.D.が点滅する。

・異常ではありません。 ・回転数を認識しているとき

点滅します。

・通信中に細かく点滅します。

対処方法



22. オプションパーツについて

23. アフターサービスについて

・本製品について、何かご不明な点がございましたら、弊社までご連絡下さい。

・付属されている保証書は、大切に保管して下さい。

・新品をお買い上げの時点で保証書の製品番号と付属の製品番号が異なる場合は、

お手数ですがお買い上げ店、または弊社までご連絡下さい。

・保証書、e-manage本体の製造番号は、当社の厳密な検査に合格した物である事を

証明します。万一、ご購入年月日より１年以内に当社の責任と認められる故障を

生じた場合は、保証書と合わせて製品をご提示下されば、無償修理を致します。

・保証期間経過後の修理、また、お客様の不注意により修理が必要になった場合で

も、お気軽に弊社までご連絡下さい。

株式会社トラスト　本社

〒289ー1605 千葉県山武郡芝山町大台3115番地5

ＴＥＬ.0479（77）3000

e-manage用オプションパーツ

・e-manageハーネスキット（I/J）

・e-manageハーネスキット（点火）

・ターボ用圧力センサー

・圧力系センサーハーネス

・A/F計入力ハーネス

※オプションパーツのご購入の際は、support toolをお買い上げになられました販売店

へご注文下さい。
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